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191
チ
ー
ム
も
の
参
加
が
あ
っ
た
奄

美
ま
つ
り
の
舟
こ
ぎ
競
争
の
一
コ
マ

で
す
。

　

本
市
で
開
催
さ
れ
た
あ
や
ま
る
祭

り
や
三
太
郎
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、

各
集
落
や
郡
内
町
村
で
も
老
若
男
女

が
漕
ぎ
、
応
援
の
チ
ヂ
ン
（
太
鼓
）

も
鳴
り
響
く
夏
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

海
に
囲
ま
れ
た
奄
美
で
は
、
夏
の

祭
り
に
は
舟
こ
ぎ
競
争
が
欠
か
せ
な

い
行
事
で
す
。

広
報  

奄
美
市
だ
よ
り
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■７月31 日『花火大会』

■８月１日『八月踊り』

■７月31 日『花火だョ！全員集合』

　

７
月
30
日
～
８
月
２
日
の
日
程
で
、
名
瀬
地
区
に
て
第
52
回

奄
美
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奄
美
市
の
市
制
施
行
10
周

年
を
記
念
す
る
今
年
の
奄
美
ま
つ
り
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
参
加
者
で
祭
り
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
支
援
・
ご
来
場
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■
８
月
１
日
『
舟
こ
ぎ
競
争
』

■
８
月
２
日
『
Ｍ
Ｂ
Ｃ
奄
美
や
ち
ゃ
坊
相
撲
大
会
』

■８月２日『パレード』

▲一般の部　優勝　仲勝壮年団

▼女子・子ども会の部　優勝　こみなとＪｒ

■
７
月
30
日
『
シ
マ
あ
す
び
の
夕
べ
』

奄美市だより3 平成 27 年 9 月号
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　奄美市市制施行10周年記念平成 27年度第 26回あやまる祭りが８月９日（日）に開

催され、当日は晴天で、多くの来場者でにぎわいました。

　午前に行われた舟こぎ競争大会では、ちびっ子の部（９チーム）、集落の部（10チー

ム）、一般男子の部（27チーム）、一般女子の部（12チーム）が参加し、白熱したレー

スに歓声が響きました。

　また、市制施行10周年記念として開催した「日本財団手作りボート杯」にも計14チー

ムが参加し、様々な材料で作成された手作りボートが出場し、会場を大いに盛り上げ

ました。

　午後のなんこ大会では、23チームが参加し、杯を交わしつつ玉をなんこ台に打ち付

け、激しい掛け合いが繰り広げられました。

　最後は恒例となった女子青年による火舞で締めくくり、フィナーレには花火が夜空

に打ち上げられました。
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有料広告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事、環境関連設備

営業種目

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 (般 -23) 第 125571号　東京労働局長許可第18号 2号
社団法人日本クレーン協会東京支部会員　東京エレベーター工業協同組合員

泉　　千尋（大熊）　、　中野　晴夫（仲勝）
永井　裕志（宇宿）　、　押川　光仁（大熊）

有料広告

舟こぎ競争大会結果

日本財団手作りボート杯結果

【ちびっこの部】

優勝　笠利Jr.FCタケト

２位　外金久子ども会Ａ

３位　外金久子ども会Ｂ

【集落の部】

優勝　須野ブルース

２位　外金久

３位　用安集落

【一般男子】

優勝　手広かいぞく団

２位　喜
キ セ キ

瀬輝

３位　ま
マ ク ブ カ イ

くぶ海

【一般女子】

優勝　海猿佐仁

２位　記念クリニック

３位　ｏ
オ ー バ ー サ ー テ ィ

ｖｅｒ３０

【タイムアタック部門】

　ちびっこの部	 優勝　なぎ部☆進撃の小人　チーム

　親子の部	 優勝　レッツ号肥後　チーム

　一般の部	 優勝　パイレーツてて　チーム

【ビジュアルコンテスト部門】

　ちびっこの部	 最優秀賞　�なぎ部ピヨピヨちびちゃんず	

チーム

　親子の部	 最優秀賞　則穂丸　チーム

　一般の部	 最優秀賞　パイレーツてて　チーム

優勝　万屋Ｂ

２位　中金久

３位　笠利１区Ａ

３位　笠利２区Ｂ

な ん こ大 会

結 果

奄美市市制施行 10 周年記念 

平成27年度第26回あやまる祭り 

へのご協賛について

　今年度のあやまる祭りへ下記の企

業様方からご協賛、ご後援をいただ

いております。

協賛企業

○舟こぎ競争大会

・	日本エアコミューター株式会社　様

	�奄美―鹿児島もしくは福岡ペア往

復無償航空券　１組

・マリックスライン株式会社　様

	名瀬―鹿児島片道マリックスライン

	優待券　4枚

・	里見海運産業株式会社　様

	10,000円分旅行券

・	株式会社ラ・ムール　様

	あまいろ５ケース

○なんこ大会（※焼酎提供）

・町田酒造株式会社　様

・�有村商事株式会社、奄美大島酒造

株式会社　様

・�株式会社奄美大島にしかわ酒造　様

・株式会社奄美大島開運酒造　様

・西平酒造株式会社　様

・合資会社弥生焼酎醸造所　様

・大島食糧株式会社　様

・有限会社富田酒造場　様

・株式会社西平本家　様

・有限会社山田酒造　様

後援企業

・株式会社南海日日新聞社　様

・株式会社奄美新聞社　様

・あまみエフエム　ディ！ウェイブ　様

ご協賛・ご後援、誠にありがとうござ

いました。
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「
下
水
道
の
日
」
に
よ
せ
て

下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で
快
適
な
生

活
環
境
を
確
保
し
、
河
川
、
海
等
の
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
、
浸
水
の
防
除
と

い
っ
た
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、

若
者
の
定
住
促
進
を
は
じ
め
、
地
域
づ
く

り
の
観
点
や
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向

け
て
の
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
も
、
必
要

不
可
欠
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、引
き
続
き
、

そ
の
積
極
的
な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所
管
内
に

お
い
て
昭
和
五
十
一
年
度
に
公
共
下
水
道

事
業
に
着
手
し
、
昭
和
五
十
八
年
度
よ

り
供
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

後
、
年
次
的
に
区
域
を
拡
大
し
、
現
在
ま

で
に
約
五
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全
体
計
画

五
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
整
備
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
未
普
及
地
域
の

解
消
や
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

笠
利
総
合
支
所
管
内
に
お
い
て
は
、
平

成
八
年
度
に
大
笠
利
地
区
の
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
平

成
一
三
年
度
よ
り
一
部
供
用
を
開
始
し
て

お
り
、
現
在
ま
で
に
約
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
全
体
計
画
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
引
き
続
き
大
笠
利
地
区
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
新
規
に
赤
木
名
地
区
を
事
業
着

手
し
、
生
活
環
境
の
整
備
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
の
整
備

で
ご
ざ
い
ま
す
が
名
瀬
総
合
支
所
管
内
で

は
小
湊
地
区
、
根
瀬
部
地
区
、
芦
良
地
区
、

知
名
瀬
地
区
、
名
瀬
勝
地
区
、
大
川
地
区

の
整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

芦
良
地
区
に
お
い
て
老
朽
化
に
伴
う
更
新

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
住
用
総
合
支

所
管
内
で
は
山
間
地
区
、
笠
利
総
合
支

所
管
内
で
は
用
地
区
と
宇
宿
地
区
、
屋
仁

地
区
の
整
備
を
完
了
し
、
現
在
は
佐
仁
地

区
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月
末
現
在
に
お
け
る

本
市
全
体
の
下
水
道
普
及
率
（
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽

を
含
む
）
は
、
九
十
三・
五
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
全
国
的
に
も
高
い
水
準

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
や
関

係
業
界
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
毎
年
九
月
十
日
は
、「
下
水
道

の
日
」
と
し
て
、
下
水
道
の
普
及
と
、
そ

の
十
分
な
活
用
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解

と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な

啓
発
行
事
等
が
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。今

年
で
五
十
五
回
目
を
迎
え
る
「
下
水

道
の
日
」
は
、
推
進
標
語
に　
「
忘
れ
な

い　

暮
ら
し
の
下
に　

下
水
道
」
を
か
か

げ
、
下
水
道
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
全

国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
、
継
続
し
て
下
水
道
整
備
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

忘
れ
な
い　

暮
ら
し
の
下
に　

下
水
道

～
九
月
十
日
（
木
）
は
第
五
十
五
回　
「
下
水
道
の
日
」
で
す
～

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
台
所
や
風
呂
場
・
洗
濯

な
ど
の
生
活
雑
排
水
や
工
場
な
ど
の
排

水
を
集
め
、処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
、

自
然
界
に
戻
す
重
要
な
役
割
を
も
っ
た
施

設
で
す
。

公
共
下
水
道
が
で
き
る
と

☆
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
さ
わ
や
か
に

　

�

す
べ
て
の
家
庭
で
水
洗
ト
イ
レ
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
、嫌
な
臭
い
も
な
く
、

気
持
ち
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

☆
ま
ち
を
き
れ
い
に
、
清
潔
に

　

�

側
溝
や
水
路
に
汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
き

れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

☆
川
や
海
を
美
し
く

　

�

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

に
し
て
、
海
に
返
す
の
で
、
川
や
海
の

自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。。

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
！

　

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
は
早
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

台
所
や
風
呂
場
・
洗
濯
・
浄
化
槽

な
ど
の
雑
排
水
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
遅
滞
無
く
下
水

道
に
流
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。(

下
水
道
法
第
十
条)

　

汲
み
取
り
便
所
は
、
三
年
以
内
に

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
を
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水

道
法
第
十
一
条
の
三)

　

こ
の
よ
う
に
法
律
で
も
、
早
め
の
下
水

道
切
替
え
工
事
を
す
る
よ
う
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
そ
の
区
域
内
に
移
住
す

る
す
べ
て
の
方
々
が
使
用
し
て
は
じ
め

て
、
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
施
設
な
の

で
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
、
昔
の
よ

う
に
川
は
自
然
の
清
流
に
か
わ
り
、
海
は

魚
た
ち
の
安
住
の
地
に
よ
み
が
え
ら
せ
る

た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
で
き
る
街
づ
く

り
、
そ
れ
が
下
水
道
事
業
な
の
で
す
。

工
事
依
頼
は
指
定
工
事
店
へ

　

市
で
は
、「
奄
美
市
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
依

頼
、
修
繕
は
指
定
工
事
店
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
．�

使
い
古
し
た
食
用
油
は
水
に
流
さ
な

い
よ
う
に
。

二
．�

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
や
わ
ら
か
い
紙

以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
に
。

三
．�

油
類
を
下
水
道
へ
流
す
と
管
内
に
ガ

ス
が
発
生
し
、
爆
発
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
．�

有
害
な
成
分
を
含
ん
だ
汚
水
を
流

す
場
合
は
、
除
外
施
設
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
．�

マ
ン
ホ
ー
ル
に
ゴ
ミ
や
土
砂
を
捨
て

な
い
よ
う
に
。

　

排
水
施
設
の
故
障
や
、
配
水
管
の
つ
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「
下
水
道
の
日
」
は
、
一
九
六
一
年
（
昭

和
三
十
六
年
）、
著
し
く
遅
れ
て
い
る
わ

が
国
の
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
（
当

時
の
普
及
率:

六
％
）
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
日
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
下
水

道
の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
雨

水
の
排
除
」
を
念
頭
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
二
百
十
日
を
過
ぎ
た
二
百
二
十
日

（
立
春
か
ら
数
え
て
）
が
適
当
で
あ
る
と

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
近
代
下
水
道
の
基
で

あ
る
旧
下
水
道
法
が
一
九
〇
〇
年
に
制
定

さ
れ
、
一
〇
〇
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
行

事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
二
〇
〇
一

年
が
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ

た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
年
の
下
水
道
に

対
す
る
認
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、
よ
り

親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
「
下
水
道
の

日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
下
水
道
の
日
」
に

あ
わ
せ
、
河
川
等
の
清
掃
作
業
や

下
水
道
未
接
続
箇
所
へ
の
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
地
区
・
住
用
地
区

●
名
瀬
総
合
支
所　

下
水
道
課

　

52-

１
１
１
１

　
（
内
線
１
７
７
０
～
１
７
７
６
）

笠
利
地
区

●
笠
利
総
合
支
所　

建
設
課

　

63-

１
１
１
１

　
（
内
線
３
０
５
５
～
３
０
５
７
）

「

下
水
道
の
日
」
の
い
わ
れ

ま
り
な
ど
で
困
っ
た
場
合
は
、
指
定
工
事

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
排
水
設
備
工
事

(

下
水
道
へ
の
切
替
え
工
事)

に
か
か
る

費
用
は
、
市
が
指
定
し
た
金
融
機
関
に
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
い
た
し
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
条
件

一
、�

市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
、
並
び
に

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
。

二
、�

償
還
金
の
弁
済
能
力
が
あ
る
こ
と
。

三
、�

市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営

み
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
連
帯
保

証
人
を
有
す
る
こ
と
。

◎
利
子
補
給
の
条
件

　

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
後
、
三
年
以

内
に
行
う
工
事
で
あ
る
こ
と
。

◎
融
資
金
の
償
還
期
限　

　

三
年
（
三
十
六
回
）
以
内

受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
市
民
全
体
が
利
用
で
き
る
施
設
と

異
な
り
、
こ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
、
公
共
下
水
道
区
域
内
に
居
住

す
る
特
定
の
人
た
ち
だ
け
で
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と　

①
周
辺
環
境
の
改
善　

②
水
洗
ト
イ
レ
の

利
用　

③
土
地
利
用
価
値
の
増
大
な
ど
、

こ
の
事
業
に
よ
る
利
益
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
地
域
の
人
だ
け

が
利
益
を
受
け
る
下
水
道
事
業
に
国
の
補

助
金
と
奄
美
市
の
全
域
か
ら
の
一
般
市
費

（
税
金
）
の
み
を
多
額
に
投
入
す
る
こ
と

は
、
不
公
平
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
益
を
受
け
る
方
に
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
一
日
も
早

く
下
水
道
を
計
画
的
に
整
備
し
よ
う
と
す

る
の
が
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
末
ま
で
に
、
受
益
者

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
負
担
金
の
総
額

は
、
約
十
三
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
益
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
受
益
者
の

方
々
は
早
め
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
、
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
負
担
金
の
納
入
方
法
と
納
期

　

負
担
金
は
総
額
を
五
年
に
分
け
、
さ
ら

に
一
年
分
を
四
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

第
一
期	

７
月
１
日
～
７
月
31
日

第
二
期	

９
月
１
日
～
９
月
30
日

第
三
期	

11
月
１
日
～
11
月
30
日

第
四
期	

２
月
１
日
～
２
月
末
日

※
一
括
納
付
の
報
奨
金
制
度

　

負
担
金
の
納
入
は
、
五
年
間
の
分
割
納

付
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
負
担
金
の

全
額
を
初
年
度
第
一
期
の
納
期
内
に
納
付

さ
れ
ま
す
と
、
13
％
の
一
括
納
付
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

奄美市排水設備指定工事店

指定
番号

工事店名 代表者名 営業所所在地 電話番号

1 有限会社　アイ ・シン建設 進　博幸 奄美市名瀬朝仁新町２７番１８号 53-5897

2 株式会社　アタリ開発 中　多喜郎 奄美市名瀬小俣町２５番１－１１号 52-2362

3 奄美土木　株式会社 丸田　義男 奄美市名瀬仲勝町９番地１０ 52-3351

4 奄美冷熱　株式会社 與　秀光 奄美市名瀬鳩浜町３２番地 53-3633

5 有限会社　有村設備 有村　文應 奄美市名瀬和光町２５番地８ 53-9006

6 株式会社　エアテック 南郷　京一郎 奄美市名瀬大熊町１３８４番地 1 52-7611

7 有限会社　エイシン設備 榮　安典 奄美市名瀬石橋町 11 番 15-205 号 54-3520

8 有限会社　大野設備 大野　昭範 奄美市名瀬真名津町１番２９号 53-6058

9 有限会社　大山設備工業 大山　嘉國 奄美市名瀬有屋町３２番地１ 53-2594

11 共栄開発工業　株式会社 永田　豊人 奄美市名瀬鳩浜町８４番地２ 53-0235

12 隈元冷熱工業　株式会社 隈元　保 奄美市名瀬柳町９番４５号 52-2384

13 里設備工業 里　勝吉 奄美市笠利町大字喜瀬８３番地２ 63-1717

14 株式会社　三和機工 隈元　繁 奄美市名瀬真名津町１３番７号 52-5596

18 有限会社　平管工業 平　啓一 奄美市名瀬小浜町２８番２号 53-5016

19 瀧水道設備工業 瀧　照志 奄美市名瀬大熊町２０番地２ 52-6192

20 株式会社　田中組 田中　昭吾 奄美市笠利町大字中金久 33番地 2 63-0162

21 有限会社　田畑工業 田畑　勝彦 奄美市名瀬平田町３０番地 52-5646

22 大栄興建 栄　誠一 奄美市笠利町大字平 1161 番地 2 63-1256

23 有限会社　大榮設備工業 平　正博 奄美市名瀬朝仁新町２６番８号 52-4934

25 長野設備 長野　田美子 奄美市名瀬永田町１５番３０号 53-9858

26 有限会社　南都開発 中　建亜 奄美市名瀬浦上７４２番地１２ 52-6554

27 仁晃開発　株式会社 仁　光久 奄美市名瀬有屋町２０番地１ 53-8134

29 有限会社　浜田建設 浜田　耕二 奄美市笠利町大字節田238番地の 1 63-2356

31 深田建設　株式会社 深田　俊和 奄美市名瀬鳩浜町 61 番地 1-1F 69-3178

33 メイスイ設備 幸野　修作 龍郷町中勝 1339-3 52-7623

34 森建設工業 森　俊夫 奄美市笠利町大字須野 1245 番地 14 63-8928

37 株式会社　山下建設 山下　祐介 奄美市笠利町大字万屋 2276 番地 1 63-0504

39 有限会社　豊工務店 豊　武一 奄美市笠利町大字辺留１７６番地 63-8729

41 株式会社　杜設備工業 杜　健吾 奄美市名瀬平田町３番１３号 57-0202

43 泉設備 泉　和久 奄美市名瀬長浜町１８番１４号 53-8313

44 株式会社　伊勢産業土木 伊勢　明一 奄美市名瀬長浜町１３番１３号　１Ｆ 57-7507

45 永設備工業 永    勝之 奄美市名瀬大字朝仁５４７番地８ 53-8969

47 平田設備 平田　勝樹 奄美市名瀬浜里町17番地3 （ 2-502号） 54-1795

48 株式会社　西組 松岡　伸和 奄美市笠利町大字須野 66番地 1 63-9211

49 有限会社　大京機動 市田　貴志 奄美市住用町山間418 番地 2 69-2966

51 有限会社　上村建設 上村　秀和 奄美市笠利町大字須野９３７番地 63-8921

52 大瀬設備建設 大瀬　良博 奄美市笠利町大字宇宿１２８番地 63-1906

53 山元設備 山元　亮 奄美市名瀬仲勝 665-8-6-502 53-8085

54 田村工業 田村　伸一 奄美市名瀬平田町 27番 12 号 53-2846

55 泊設備 泊　重一 奄美市名瀬小浜町 18-17　Ｂ -3 53-5230

56 有限会社　西建 西　哲也 奄美市笠利町須野３４ 63-8873

57 實川設備 實川　孝保 奄美市名瀬平松町３４３番地 53-1593

※指定番号の欠番は業者の登録抹消によるものです。

（2014 年 10 月 27日現在）



平成 27 年 9 月号　奄美市だより 8

秋
野
菜
栽
培
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
農
林
振
興
課
農
政
係

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1408
）

　

次
の
日
程
に
て
、
秋
野
菜
の
栽
培
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
費
は
無

料
）
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
９
月
15
日
（
火
）

・�

10
時
～
12
時　

奄
美
市
名
瀬
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー（
名
瀬
朝
戸（
公
財
）

奄
美
市
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・�

14
時
～
16
時　

小
宿
公
民
館
（
名
瀬

小
宿
集
落
内
）

■
９
月
16
日
（
水
）

・�

10
時
～
12
時　

笠
利
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
太
陽
が
丘
総
合
運
動
公

園
敷
地
内
）

■
９
月
17
日
（
木
）

・�

14
時
～
16
時　
（
有
）
サ
ン
奄
美　
　

�

（
住
用
町
摺
勝
）

○
講
習
内
容
：
土
づ
く
り
・
肥
料
に
つ

い
て
、秋
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
ダ
イ
コ
ン・

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
）
の
栽

培
ポ
イ
ン
ト
、
農
薬
の

適
正
使
用
に
つ
い
て

「
敬
老
の
日
祝
賀
会
」
の

お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
高
齢
者
福
祉
課

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1694
）

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
尽
く

し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
次
の
と
お

り
「
敬
老
の
日
祝
賀
会
」
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
27
年
９
月
21
日
（
月
）
敬
老
の
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
）

【
会
場
】
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

奄
美
市
・
認
知
症
の
人
と
家
族
と

支
援
者
の
会
〝
ま
ー
じ
ん
ま
〟

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

名
瀬
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1695
）

＝
９
月
例
会
の
お
知
ら
せ
＝

【
日
時
】	

９
月
12
日
（
土
）

	

午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
場
所
】	

Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば
２
階
会
議
室

【
内
容
】

①�

講
話
「
認
知
症
の
方
へ
の
家
族
介
護

の
ポ
イ
ン
ト
」

（
講
師
：
鹿
児
島
大
学
病
院　

看
護
師
）

②
む
ん
ば
な
し

　

な
ん
で
も
語
り
合
え
る
場
で
す
。
話

し
て
気
持
ち
を
楽
に
し
よ
う
！

　

２
か
月
に
１
回
の
定
例
会
と
し
て
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
話
を
中
心
と
し
た
内
容

で
計
画
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
日
々
で

は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
認
知
症
の

方
を
支
え
る
家
族
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

～
奄
美
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

奄
美
市
国
保
年
金
課

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1174
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
し

い
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
期
間
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
同
じ
有
効
成

分
、
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
の
こ

と
で
す
。

　

新
薬
に
比
べ
、
開
発
費
用
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
販
売
価
格
が
安
く
、
国

の
厳
正
な
審
査
を
受
け
て
い
る
の
で
安

全
性
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
使
っ
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
お

薬
代
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
補
助
券
未
申
請
の
方
へ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
奄
美
市
役
所

名
瀬
総
合
支
所
高
齢
者
福
祉
課

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1694
）

住
用
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

 

０
９
９
７
‐
69
‐
２
１
１
１
（
内
線
2321
）

笠
利
総
合
支
所
い
き
い
き
健
康
課

 

０
９
９
７
‐
63
‐
２
２
９
９

　

奄
美
市
で
は
、
６
月
か
ら
、
対
象
と

な
る
高
齢
者
へ
５
千
円
分
の
交
通
機
関

（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）
利
用
補
助
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
利
用
期
間
は
年
内

と
な
っ
て
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
の
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
各
支
所

高
齢
者
福
祉
担
当
課
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

対
象
者
：
市
民
税
非
課
税
か
つ
70
歳
以

上
の
方
（
平
成
27
年
4
月
1
日
時
点
）

（
対
象
者
の
方
へ
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
）

利
用
期
限
：
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

○�

ハ
ガ
キ
を
な
く
し
た
方
→
各
支
所
に

て
再
発
行
で
き
ま
す
。

○�

写
真
が
な
い
方
→
各
支
所
に
て
無

料
に
て
撮
影
で
き
ま
す
。

　

ご
本
人
が
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、

お
手
持
ち
の
写
真
も
利
用
可
能
で
す
。

（
本
人
の
顔
が
は
っ
き
り
分
か
る
大
き

め
の
写
真
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

○�

自
分
が
対
象
か
分
か
ら
な
い
方
→

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○�

本
人
証
明
と
印
鑑
は
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○�

代
理
申
請
も
可
能
で
す
が
、
ご
利
用

は
本
人
の
み
で
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日（
月
）～
９
月
30
日（
水
）

※�

９
月
30 

日
（
水
）
は
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
日

【
事
務
局
】 

・
鹿
児
島
県　

生
活
・
文
化
課

 

０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
３

・
奄
美
市　

市
民
協
働
推
進
課

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１
（
内
線
1716
）

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て
走
ろ
う

　

秋
の
道

【
運
動
の
最
重
点
】

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
運
動
の
重
点
】

①�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

②�

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

国
民
年
金
基
金

～
国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス　

自
分
で
入
る
公
的
な
個
人
年
金
～

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

鹿
児
島
県
国
民
年
金
基
金

〒
８
９
２
‐
０
８
２
８

　

鹿
児
島
市
金
生
町
７
番
８
号

 

０
１
２
０
‐
65
‐
４よ

い

く

に

１
９
２

　

 

０
１
２
０
‐
20
‐
６
２
４
３

 �http://w
w
w
.kagosim

a-kikin.
or.jp/

　

自
営
業
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
60

歳
未
満
の
方
（
国
民
年
金
の
第
1
号
被

保
険
者
）
が
ご
加
入
で
き
る
公
的
な
年

お
問
い
合
わ
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

「
問
い
合
わ
せ

先
」
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

©Amami City

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）
納
付
期
限
内
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
も
可
能
で
す
。

ろ
う
ご
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金
制
度
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
も
、
基
金
に
任
意

加
入
で
き
ま
す
。

― 

未
来
の
わ
た
し
に 
―

◎�

基
本
は
終
身
年
金
。
だ
か
ら
、
一
生

涯
お
受
け
取
り
。

◎�

万
が
一
の
時
に
は
ご
家
族
に
遺
族
一

時
金
も
。

　

※�

年
金
受
給
前
又
は
保
証
期
間
内
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
。（
終

身
年
金
Ｂ
型
を
除
き
ま
す
）

◎�

途
中
で
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て

も
、
掛
け
た
期
間
に
応
じ
て
年
金
が

受
け
取
れ
ま
す
。

― 

今
の
わ
た
し
に 

―

◎�

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
、
税
金
が

お
得
。

◎�

掛
金
は
自
由
に
設
定
。

※�

口
数
単
位
で
の
設
定
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
途
中
で
の
変
更
も
可
能
で
す
。

◎�

最
低
１
か
月
で
も
掛
け
れ
ば
年
金
に

な
り
ま
す
。

◎�

掛
金
が
負
担
に
な
れ
ば
減
額
や
一
時

お
休
み
も
で
き
ま
す
。

奄
美
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
８
回
奄
美
市
民
体
育
祭

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

～�

平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）
名
瀬

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
～

【
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

奄
美
市
教
育
委
員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

第
８
回
奄
美
市
民
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

募
集
係

〒
８
９
４- 

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
19
番
21
号

 

０
９
９
７
‐
52
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
1727
・
1728
）

 

０
９
９
７
‐
53
‐
９
５
０
１

shim
intaiiku@

city.am
am
i.lg.jp

　

広
く
市
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、

名
実
と
も
に
奄
美
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
た

め
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
奄
美
市
民
及
び
奄
美
市

出
身
者

【
作
品
の
基
準
】

�

市
民
体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
、表
現
は
簡
潔
な
も
の
と
し
ま
す
。

�

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

�

応
募
点
数
は
一
人
一
点
と
し
ま
す
。

�

官
製
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
年
）

を
記
入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　

平
成
27
年
９
月
７
日
（
月
）

　

～
平
成
27
年
10
月
16
日
（
金
）

【
審
査
発
表
及
び
表
彰
】

�

作
品
の
審
査
は
、
主
催
者
が
委
嘱

す
る
審
査
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

�

審
査
の
結
果
は
、
10
月
下
旬
に
採

用
者
へ
直
接
連
絡
い
た
し
ま
す
。

�

採
用
さ
れ
た
作
品
の
応
募
者
は
、
市
民

体
育
祭
の
席
上
で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

【
採
用
作
品
の
活
用
】

　

採
用
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
第
８

回
市
民
体
育
祭
に
参
加
す
る
選
手
・
役

員
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
合
い
言
葉
と

し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
広
報

活
動
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

採
用
さ
れ
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

本
人
の
了
解
を
得
て
一
部
修
正
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第
18
回　

日
本
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

協
会
全
国
大
会　

IN
奄
美

市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

～
あ
な
た
は
人
生
の
最
期
を
ど
こ
で

迎
え
た
い
で
す
か
～

【
お
問
い
合
わ
せ
先
（
大
会
事
務
局
）】

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
ネ
リ
ヤ

〒
８
９
４
‐
０
０
０
７

奄
美
市
名
瀬
和
光
町
31
‐
14

 

０
９
９
７
‐
57
‐
７
１
７
７

「
離
島
で
も
で
き
る
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
」

　

誰
に
で
も
訪
れ
る
人
生
の
最
期
。
ど

こ
で
迎
え
る
の
か
、
自
分
は
ど
う
い
っ

た
最
期
を
迎
え
た
い
の
か
。
普
段
は
あ

ま
り
考
え
る
こ
と
も
な
い
こ
と
が
ら
で

す
が
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
思
い
を
巡

ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
９
月
23
日(
水)

　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
50
分

【
場
所
】
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
参
加
費
無
料
）

【
内
容
】

■�

第
１
部
「
在
宅
医
療
の
推
進
と
地
域

包
括
ケ
ア
」

～
厚
生
労
働
省
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
～

　

�

武
田
俊
彦　

厚
生
労
働
大
臣
官
房

審
議
官

■�

第
２
部
「
離
島
で
も
、
お
ひ
と
り
さ

ま
で
も
、
自
宅
で
最
期
ま
で
」

・�

小
笠
原
文
雄
（
日
本
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

協
会
会
長
）

・
古
川
誠
二
（
パ
ナ
ウ
ル
診
療
所
所
長
）

主
催
：
日
本
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
協
会

共
催
：
大
島
郡
医
師
会
他

後
援
：
奄
美
市
他

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談
）

（
こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
社
会
・

擁
護
局
の
補
助
金
事
業
で
す
）

【
連
絡
先
】

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

※�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
相
談
し

た
い
こ
と
を
番
号
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も

よ
り
そ
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法

を
探
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
の
例
】
生
活
、仕
事
、住
居
、

自
殺
念
慮
、
心
、
家
庭
、
お
金
、
病
気
、

障
が
い
、
犯
罪
、
性
、
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
、

子
ど
も
、
法
律
・
法
的
手
続
き
、
行
政
・

そ
の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人
間
関

係
、
外
国
籍
、
被
災
地
・
原
発
、
そ
の

他
　

電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

24
時
間　

通
話
料
無
料

　

携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
公
衆
電
話

か
ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

国
指
定　

宇
宿
貝
塚
史
跡
公
園
の

ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

宇
宿
貝
塚
史
跡
公
園

奄
美
市
笠
利
町
大
字
宇
宿
２
３
０
１

 

０
９
９
７
‐
63
‐
０
０
５
４

　

奄
美
空
港
に
近
い
宇
宿
集
落
に
あ
る

「
宇
宿
貝
塚
史
跡
公
園
」
は
奄
美
の
縄

文
時
代
を
「
見
る
」
こ
と
が
で
き
る
施

設
で
す
。

　

国
指
定
史
跡
・
宇
宿
貝
塚
を
、
発
掘

調
査
し
た
状
態
の
ま
ま
で
整
備
し
、
掘

り
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
、
奄
美
群
島

唯
一
の
遺
跡
展
示
施
設
で
す
。

　
「
宇
宿
貝
塚
史
跡
公
園
」
で
縄
文
時

代
の
奄
美
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
祭

日
の
時
は
翌
日
）

年
末
年
始
12
月
28
日
～
１
月
４
日

【
入
館
料
】
大
人
200
円
、
大
学
・
高
校

生
100
円
、
小
中
学
生
50
円

奄
美
市
歴

史
民
俗
資

料
館
（
笠

利
町
あ
や

ま
る
岬
近

く
）
と
の

共
通
券
：

大
人
300
円

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。
（
納
付
書
の
納
付
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）
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九州大会出場おめでとう

○団体戦		  優　勝	 住用相撲クラブ
○個　人	 ２年の部	 第３位	 泉　　洸慎
	 ３年の部	 優　勝	 福崎　真逢輝
		  準優勝	 新島　弘将
	 ４年の部	 第３位	 西加　匠海
	 ５年の部	 優　勝	 新島　伊武起
	 ６年の部	 優　勝	 濱口　颯翔
		  準優勝	 栄　　龍征
		  第３位	 西加　陽斗

住用地区　７月末人口　1,387人　801世帯（住民登録月報より）

～小川村との交流～

市
いち

保育所夕涼み会

　今年で 18回目となる長野県小川村との交流事業が、７月
27日～７月30日の日程で小川小学校の児童13名と引率者５
名をお迎えし、奄美市を中心に交流が行われました。小川村
の児童は、住用町児童との交流会や、カヌーに乗ってのマン
グローブ探索、藍染めＴシャツ作成、海水浴などの自然体験
を通じ、住用町の子供たちと交流を深めていました。

　７月24日（金）午後７時から市公民館で「市（いち）
保育所夕涼み会」が開催されました。
　台風 12 号接近に伴い開催日を１日前倒ししましたが、
前日からの可愛い園児による集落マイク放送での呼び掛
けもあってか、集落内のおじいちゃん・おばあちゃん達
が大勢見学に来てくれました。
　園児たち５人も少ない人数ながら、ダンス・島唄・八
月踊りなど市保育所ならではの演技をたくさん披露して
くれました。会場もとても盛り上がり、笑顔や拍手の絶
えない夕涼み会でした。

　第 43回鹿児島県小学生相撲選手権が、７月25日（土）
いちき串木野相撲競技場において開催されました。
　住用相撲クラブからも団体戦・個人戦に出場。団体戦
では、見事初優勝を飾りました。また、個人でも８人が
入賞し、団体・個人とも９月13日開催の九州大会への
出場権を獲得しました。
　成績は次のとおりです。（敬称略）
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住用地区９月行事予定

住用町における９月の集合徴収日程について
（お知らせとお願い）

　９月は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料及び
介護保険料の第３期分の納期となっていますので、納期
内に納付していただきますようよろしくお願いいたしま
す。
　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日会
場で納めることができますので、市民の皆様のご協力を
お願いします。

午前 午後
９月 15 日
（火）

市・戸玉・山間、
川内・東仲間・見里

上上役勝・西仲間・石原、
和瀬・城・摺勝

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めて集落の放送
等でご案内させていただきます。

※�生涯学習講座の日程は住用公民館 ６９－２１１１�
（内線２５０４）へお問い合わせください。

【燃やせるごみ・燃やせないごみの収集日（住用地区）】
・燃やせるごみ…毎週火曜日・金曜日
・燃やせないごみ…9/2( 水 )・9/16( 水 )・9/30( 水 )
※ごみ出しは８時30分までに収集場所へ

事故なくして安全な町に！
～毎月20日の立哨で～

　住用町交通安全母の会（山田千代子会長）は、去る７月
20日（月）奄美体験交流館前にて「交通安全の日」立哨
活動を実施しました。
　母の会は、昨年７月４日開催の「交通安全事故防止対
策検討会」で、毎月20日を「交通安全の日」と定め、事
故のない町を目指そうと立哨活動を一年間実施してきまし
た。
　これまで 13回の立哨活動を実施し、母の会会員や、各
集落区長、学校長、行政から延べ1,000 人を超す参加者が
交通安全を呼びかけました。

月間行事予定 2015/8/12

日 行事名 開始 場所

定例嘱託員会 10:00
住用支所
3階大会議室

各小・中学校2学期始業式

のびのび体操教室 9:00 住用の園

9/2（水） 健康教室「はまゆう会」 9:30 城公民館

9/5（土）
資源ごみ分別収集（ペットボ
トル）

住用町内全域

9/7（月） し尿汲み取り 市・戸玉・山間

のびのび体操教室 9:00 住用の園

し尿汲み取り 役勝・西仲間・石原

健康教室「うちうみ教室」 9:30 奄美体験交流館

健康教室「セイシカ教室」 14:00 西仲間公民館

古紙類分別収集（新聞紙・雑
誌・ダンボール・紙パック）

住用町内全域

9/10（木） し尿汲み取り 見里・東仲間・川内

し尿汲み取り 摺勝・城・和瀬

住用地区体育祭第2回運営
委員会（競技説明）

18:30
住用総合支所
3階会議室

住用小・住用中・市小中・東城
小中学校運動会

9:00 各学校グラウンド

サン奄美朝市 8:30 サン奄美前

集合徴収 9:00 住用町内全域

のびのび体操教室 9:00 住用の園

9/16（水）
健康教室「山間いきいき運
動教室」

9:30 山間体育館

9/18（金） 健康教室「サネンバナ教室」 9:30 市公民館

資源ごみ分別収集（ビン） 住用町内全域

青少年健全育成の日

9/20（日） 家庭の日・市民清掃の日

9/22（火） のびのび体操教室 9:00 住用の園

9/23（水）
古紙類分別収集（新聞紙・雑
誌・ダンボール・紙パック）

住用町内全域

9/30（水） 住用地区体育祭監督会 18:30
住用総合支所
3階会議室

10/1（木） 定例嘱託員会 10:00
住用支所
3階大会議室

10/3（土）
資源ごみ分別収集（ペットボ
トル）

住用町内全域

10/5（月） し尿汲み取り 市・戸玉・山間

9/15（火）

9/19（土）

9/1（火）

9/8（火）

9/9（水）

9/11（金）

9/13（日）
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笠利地区　７月末人口　5,878人　3,106世帯（住民登録月報より）

みなかみ町児童、奄美大島を満喫
　本年度で15回目を迎える、群馬県みなかみ町との交
流事業が7月31日（金）から8月4日（火）にかけて
行われました。
　31日、午後５時から対面式を行い４泊５日のホームス
テイが始まりました。
　滞在中、海水浴、シュノーケル、マリンスポーツ、塩
づくりを体験しました。自由行動の日はホストファミリー
と楽しい一日を過ごしました。
　来年２月には笠利の子供たちがみなかみ町を訪れます。

赤木名で合同慰霊祭 ～長寿は町の誇り～
濵田　セキさん（土浜）に

敬老祝い金贈呈

　8月4日（火）に濵田　セキさんが満百歳を迎え、
市から敬老祝い金と賞状を贈呈し、長寿を祝いました

　8月6日（木）に赤木名慰霊会（平田　博三会長）が中金
久集落にて合同慰霊祭を行いました。
　この慰霊祭は、70年前の昭和20年 8月6日に防空壕で米
軍機の爆撃をうけ犠牲になった住民 40人の冥福を祈るとと
もに、平和への願いをこめて行われました。
　慰霊祭では慰霊碑を前に
築地俊造さんが「くるだん
ど」を特別に作詞した唄を
ささげ、赤木名小５・６年
生は「笠利町歌」を合唱。
　叶重盛さんら遺族が当時
の思い出などを語り、最後
は参列者一人一人が慰霊
碑に向かって手を合わせ冥福を祈りました。
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◇�

救
急
法
講
習
会

　

７
月
13
日
（
月
）、
学
校
保
健
委

員
会
の
一
環
と
し
て
、
救
急
法
講
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ

れ
か
ら
暑
さ
も
本
番
と
い
う
こ
と

で
、
熱
中
症
を
含
む
対
応
に
つ
い
て
、

学
校
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、

各
ク
ラ
ス
の
委
員
長
、部
活
動
主
将
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
生
徒
も
多
く
参
加

し
て
の
講

習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
熱

中
症
の
症

状
に
つ
い
て

や
防
ぎ
方
、

発
生
時
の

措
置
に
つ
い

て
学
び
、
そ

の
後
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、

笠
利
消
防
分
署
よ
り
招
い
た
5
名

の
消
防
士
の
方
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
な
が
ら
実
技
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
実
技
講
習
で
は
応
急
措
置
に
つ

い
て
、
各
自
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

◇�

聞
き
書
き
サ
ー
ク
ル

の
活
動

　

８
月
３
日
（
月
）・
４
日
（
火
）・

５
日
（
水
）、
３
日
間
に
渡
り
、
地

域
の
長
老
や
名
人
か
ら
の
聞
き
書
き

調
査
を
通
し
て
、
シ
マ
（
集
落
）
の

こ
と
を
学
び
伝
え
よ
う
と
い
う
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
高
で
は
、
昨
年
度
か
ら
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
中
山
清
美
さ
ん
（
奄
美
群
島
文

化
財
保
護
対
策
連
絡
協
議
会
会
長
）

の
ご
指
導
の
下
、
奄
美
市
か
ら
の
支

援
も
い
た
だ
き
、
有
志
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
調
査
・
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
文
教
大
学
の
学
生
12
名

も
同
行
し
て
漁
師
や
唄
者
、
古
民
家

住
居
者
ら
14
名
を
訪
ね
る
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
し
た
が
、
笠
利
地
区
・

赤
木
名
地
区
に
住
む
各
家
を
訪
問

し
、
昔
の
生
活
や
方
言
、
戦
争
の
こ

と
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
慰

霊
碑
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
、
唄

者
を
訪
ね
た
班
で
は
、
本
校
２
年
生

の
森
永
あ
す
か
さ
ん
が
島
唄
を
披
露

す
る
場
も
あ
り
、
充
実
し
た
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

質
問
を
し
、
語
り
手
の
言
葉
を
一

言
も
逃
さ
ず
記
録
す
る
の
は
、
大
変

な
作
業
で

す
が
、
参

加
し
た
生

徒
達
は
「
良

い
経
験
に

な
っ
た
。」

「
歴
史
や
学

ん
だ
成
果

を
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」
な

ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
最

終
日
の
５
日
に
各
班
の
ま
と
め
と
報

告
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
調

査
結
果
が
後
ほ
ど
冊
子
に
も
な
る
予

定
で
す
。

笠利地区９月行事予定
No.188

月間行事予定 2015/8/12

日 行事名 開始 終了 場所

介護予防はつらつ教室
（外金久）

14:00 外金久学舎

介護予防はつらつ教室
（崎原）

13:30 崎原公民館

介護予防はつらつ教室
（節田）

14:00 節田生活館

9/2（水）
介護予防はつらつ教室
（喜瀬1区）

14:00
喜瀬1区
公民館

歯科検診 9:00 11:00
ふれあいの郷
：多目的ホール

介護予防はつらつ教室
（笠利1区）

14:00
笠利
保健福祉館

9/7（月）
介護予防はつらつ教室
（中金久）

8:30 中金久学舎

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）打田原・前肥
田・手花部

9:00
手花部へき地
保健福祉館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）佐仁1区・佐
仁2区

13:00 佐仁福祉館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）川上・屋仁

14:30
屋仁地区
振興センター

介護予防はつらつ教室
（佐仁）

13:30
佐仁
保健福祉館

介護予防はつらつ教室
（用安）

14:00
用安
保健福祉館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）崎原・土盛・
宇宿・城間・万屋

9:00 宇宿生活館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）用・笠利1区・
2区・3区・辺留・須野

13:00 金久公民館

介護予防はつらつ教室
（万屋）

13:30 万屋生活館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）喜瀬1区・2
区・3区

8:45
喜瀬1区
公民館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）用安

10:15 用安

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）和野・節田・
平・土浜

13:00 節田生活館

介護予防はつらつ教室
（須野）

10:00 須野生活館

介護予防はつらつ教室
（和野）

13:30 和野生活館

結果報告会（ミニ人間
ドック健診）里・中金久・
外金久

9:00
ふれあいの郷
：多目的ホール

介護予防はつらつ教室
（喜瀬3区）

14:00
喜瀬3区集落会
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

母子相談
「たんぽぽクラブ」

10:00 12:00
ふれあいの郷
：多目的ホール

介護予防はつらつ教室
（宇宿）

14:00 宇宿生活館

精神デイケア「ふれ愛
会」

10:00 13:00
ふれあいの郷
：多目的ホール

結核検診
対象：65歳以上住民

9:00 14:30 町内各地区

介護予防はつらつ教室
（手花部）

13:30
手花部
保健福祉館

結核検診
対象：65歳以上住民

9:00 14:30 町内各地区

介護予防はつらつ教室
（平）

14:00 平公民館

9/18（金）
結核検診
対象：65歳以上住民

9:00 14:30 町内各地区

9/25（金）
介護予防はつらつ教室
（里）

14:00 里学舎

9/28（月）
介護予防はつらつ教室
（用）

14:00 用体験交流館

乳幼児健診 12:30 15:30
ふれあいの郷
：多目的ホール

介護予防はつらつ教室
（川上）

13:30 川上公民館

介護予防はつらつ教室
（城間）

14:00 城間生活館

9/17（木）

9/11（金）

9/30（水）

9/1（火）

9/3（木）

9/8（火）

9/9（水）

9/10（木）

9/15（火）

9/16（水）
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みんなですすめよう！「健康あまみ21」Vol.4
～　運動　～

叶　はるなさん

今月の保健師さん

～奄美市の現状～
●�高校生は、中学生に比べると運動習慣がある人が

少ない。特に、女子に少ない傾向がある。

●�成人では、男性より女性の方が運動習慣のある人

が少ない。（運動習慣のある女性…25.3％）

　奄美市では、健診受診後に身体の状態を確認して、運動等の生活習慣を見直す�

保健指導を実施しています。

　健診を受けて終わり…ではなく、今日からできることを探してみませんか？

　昼間の暑さはまだまだ続きますが、朝晩は過ご

しやすくなってきましたね。

　「健康あまみ２１」第 4 弾 !今回は、暑さがやわ

らぐこれからの季節におすすめの、「運動」につい

てお話したいと思います。

＊ロコモティブシンドロームとは

　骨、関節、筋肉などが衰えて 1人で立ったり歩いたりすることが困難になること。

　あるいはそうなる可能性が高い状態のこと。

【今月の記事に関するお問い合わせ先】

笠利総合支所いきいき健康課　  0997（63）2299

 
～こんなことに取り組もう～ 

 

毎日、忙しく過ごすみなさんへ・・・ 

『運動のために仕事や生活の中で， 

ちょっとした時間を有効に使おう』 

普段からまめに身体を動かすことを意識し

て，活動量を増やしましょう。 

 

◆買い物や通勤の際に意識して歩こう 

◆職場ぐるみでラジオ体操をするなど 

身体を動かす工夫をしよう 

≪運動の目安≫ 

★週に 2 回，30 分以上， 

（連続 10 分以上）の運動を目安にしよう 

 

 

 

 

 

高齢期のみなさんも・・・ 

『積極的に外出する機会をもち， 

仲間とふれ合おう 』 
 家族や地域の仲間と交流することは、生きが

いづくりにもつながります。スポーツやレクリ

エーションをとおし、仲間と楽しくふれあいま

しょう。 

体づくりの基礎は、乳幼児期です!! 

『積極的に身体を使って， 

外で楽しく遊ぼう 』 
子どもにとって，屋外で身体を使って遊ぶこ

とは，心と身体を育てるために大切です。 

さらに生活リズムを作るもとになり，気力を

高める上でも大切な役割を持ちます。社会性を

養うことにもつながります。 

スマホ・ゲームは、 
時間を決めてね! 

奄美市では、健診後に保健師や栄養士等が保健指導を行っています。 

健診は自分の身体の状態を確認して、運動等の生活習慣を見直すいい機会です。 

健診を受けて終わり…ではなく、今日からできることを探してみませんか？ 

言葉の認知度は奄美市で 25％ !!

なぜ、運動が必要…？
　運動は心肺機能を高め、筋肉や骨を強くします。さらに、メタボリックシンドローム防止・生活習慣病予防・

ストレス解消にも大きな効果があります。

　また、高齢者にとって筋力を維持することは寝たきり予防につながり、積極的に外出することが、閉じこ

もり及びロコモティブシンドローム＊（運動器症候群）発症予防にも大切です。
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『平成 27 年度救急医療講演会』
日時：	平成 27 年９月11日（金）

	 午後１時 00 分～午後３時 45 分（予定）

	 （開場：午後０時 30 分）

場所：奄美市名瀬公民館

内容 ： �「救急医療と在宅医療」 をテーマと

した講演や寸劇を通じて、 救急医

療を取り巻く最近の状況や救急車

の適正な使用について地域住民の

みなさんが理解を深めることを目的としています。

①講演Ⅰ（救急医の立場から）

　「高齢者救急医療の現実と課題～自分不在の日本人」

　講師　県立大島病院救命救急センター長

　　　　服部　淳一 先生

　座長　大島郡医師会理事　稲　源一郎 先生

②寸劇（テーマ：救急医療と在宅医療）

　大島地区消防組合

③講演Ⅱ（在宅医の立場から）

　「『救う、治す、支える、癒す』シマを築きましょう！

　　～救急から在宅まで～」

　講師　ファミリークリニックネリヤ　院長

　　　　徳田　英弘 先生

　座長　大島郡医師会理事　稲　源一郎 先生

※�聴講を希望される方の事前申込みは不要です。 なお、 会場

へお越しの際は公共交通機関等の利用にご協力ください。

協力：奄美市、大島地区消防組合、県立大島病院

主催：大島郡医師会（電話：５２－０５９８）

9 月 24 日～ 30 日は結核予防週間となっています

　結核は、結核菌を吸い込むことで人から人へうつ

る感染症です。初期の症状はかぜに似ています。

① 2 週間以上咳や痰が続く　② 微熱が続く

③ 体がだるくなる　④ 体重が減る

⑤ 胸の痛みや血痰などの症状がある

などの場合は早めに医師の診断を受けま

しょう。奄美市では 65 歳以上の方を対象

に、10 月頃に結核検診を予定しています。

【問い合わせ先】	奄美市健康増進課予防係

	 ５２－１１１１（内線１１４２）

９月９日は「救急の日」
救急医療週間 《９月６日（日）～９月12日（土）》
講演会のお知らせ

ラストチャンス！
複合検診は９月７日まで

平成 27 年度　奄美市『複合検診』日程（９月）

【検診の種類】・特定健診（長寿健診・健康診査）・

肝炎ウィルス検査・胃がん検診・肺がん検診・大

腸がん検診・腹部超音波検診・前立腺がん検診

※�対象者へ，受診票を郵送しています。料金やくわし
い内容は，郵送された受診票やチラシをご確認くだ
さい。

【お問い合わせ先】奄美市健康増進課 ５２-１１１１（内線１１４４・１１４５）

検診日 会場 受付時間

9 月1日（火）奄美市保健センター

8:00 ～ 9:30

9 月 2 日（水）
奄美市名瀬農村環境改善
センター（営農センター）

9 月 3 日（木）愛の浜園

9 月 4 日（金）

奄美市保健センター
9 月 5 日（土）

9 月 6 日（日）

9 月 7 日（月）

「はぐくみ・育ち見守り隊（名瀬地区）」
募集のお知らせ

地域の子育て応援団

～はぐくみ・育ち見守り隊が支える　くゎや島ぬ宝事業

（地域少子化対策強化交付金事業）～

はぐくみ・育ち見守り隊とは・・・

　安心して妊娠・出産・子育てができる

地域づくりの応援団です！

　子どもたちの健やかな育ちを見守り、

支える地域を一緒に作っていきましょう！

どういう人を募集しているの？

　育児の経験がある方、もしくは子どもが大好きで子育

て支援に関心があり、地域づくりに貢献したい女性。

　必要な資格は特にありません。〔地域での健やかな育ち

を応援したい気持ちがある名瀬地区にお住まいの方（女

性）であればどなたでも〕年齢も特に規定はありません。

（募集人員　50 名）

どんなことをするの？

申し込みについて

　平成27年9月18日（金）までに下記へご連絡ください。

　（今回の募集は名瀬地区の方に限らせていただきます）

*�養成講座の日程・活動内容等についても下記へお問い

合わせください。

【お問合せ・申し込み先】奄美市健康増進課保健係

　 0997-52-1111（内線 1143・1144）

　 kenko@city.amami.lg.jp

子育てがひと段落した方、奄美市が大好きな方、

地域の子育てに、あなたのチカラを！！

①�「はぐくみ・育ち見守り隊」養成講座に参加をして

いただきます。

　（�養成講座の日程は現段階で調整中ですので、恐れ

入りますがお問い合わせください）

　�養成講座の内容：奄美市の母子保健の状況・育ちを

支える地域づくり・母親・父親への受容的かかわり

について等）

②�妊婦～子育て中の親子への見守り支援

③�日常の生活の中において地域の中でのつながりづくり

④�その他

　・安心して子育てができる地域づくりへつながること

　・行政との連携等
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屋外広告物の表示・設置について

　みなさんが街で見かける広告塔や看板などを屋外広告
物といいます。これらは街を活気づけたり、案内などの情
報伝達手段として大いに役立っています。
　しかし、無秩序なはり紙や立て看板などの放置、老朽
化による倒壊・落下等の恐れのある看板などは街の景観
を損なうばかりでなく、歩行者や車の安全な通行にも危
険を及ぼす可能性があります。
　奄美市では鹿児島県屋外広告物条例に基づき、次のよ
うな内容でこの問題に取り組んでいます。
◎許可申請について

　屋外広告物を表示・設置する際は、事前に市の許可が
必ず必要となります。
　許可基準については、表示できる面積や広告物の設置
できる場所など、いろいろな制限があります。
◎更新申請について

　すでに申請している屋外広告物についても、許可証の設
置期限を過ぎている場合は更新手続きが必要となります。
お手元の許可期間をご確認ください。

◎適用除外広告物について

　自家用広告物などで、その用途目的や面積などにより、
申請の必要がない適用除外の対象となるものがあります。
◎禁止物件について

　屋外広告物の表示を制限している物件として次のもの
があります。
【禁止物件】照明灯･橋りょう･郵便ポスト・電話ボックス・
信号機・道路標識・カーブミラー・銅像・トンネル・消火
栓等など
◎管理義務について

　屋外広告物の設置者は、修理その他適正な管理を行い、
常に良好な状態を保つようにしなければなりません。
※申請手続きや許可基準、禁止地域や制限地域の範囲な
どについては下記までお問い合わせください。

老朽化や台風の影響で屋外広告物が
破損等していませんか？
　今年に入り、他県において屋外
広告物が落下し、被害者が意識不
明の重体となる事故が発生してい
ます。
　長期間設置しているため老朽化
し、破損している屋外広告物や台
風の影響等で破損している屋外広
告物については大変危険です。
　屋外広告物の設置者は、定期的な点検や適正な自主管
理を行い、事故が起こらないよう、ご協力をよろしくお願
いいたします。
【問い合わせ先】奄美市役所建設部都市整備課管理係
　  ５２－１１１１（内線１２２２）

安全なまち、良好な
景観を守ることを目
的としています

屋外に広告物を表示
するには、事前に市
の許可が必要です

選挙に関するお知らせ

１０月２５日（日）は、奄美市議会議員選挙投票日
です。
○投票できる人
・�平成７年１０月２６日までに生まれた
人で、選挙人名簿に登録されている
人
・�平成２７年７月１７日以前から奄美市の住民基本台帳
に登録されている人（平成２７年７月１７日までに転
入届をした人を含む。）で、奄美市に引き続き住所を
有し、かつ選挙人名簿に登録されている人

○期日前投票制度
　選挙期日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等の
用務があるなど一定の事由に該当すると見込まれる場
合、選挙期日前であっても選挙期日と同じ方法で投票
を行うことができます。

○不在者投票制度
　仕事や旅行などで、選挙期間中、名簿登録地以外の
市区町村に滞在している人は、滞在先の市区町村の選
挙管理委員会で不在者投票ができます。また、指定病
院等に入院等している方などは、その施設内で不在者
投票ができます。

投票区と投票所の見直しについて

○投票区の統合について
【石橋町・久里町・安勝町・古田町にお住まいの皆様へ】
　「奄美小学校体育館（北）」「奄美小学校体育館（南）」
を統合し、「奄美小学校体育館」になりました。
○投票所の変更について
【塩浜町・矢之脇町にお住まいの皆様へ】
　「金久中学校体育館」から「金久中学校地域開放教室」
に変更になりました。
【鳩浜町・大字大熊・大熊町・朝日町にお住まいの皆様へ】
　「朝日中学校技術室」から「大熊町集会場」に変更
になりました。
【戸玉・山間・上役勝・中役勝下役勝・石原・西仲間に
お住まいの皆様へ】
　「住用中学校体育館」から「住用小学校多目的ホール」
に変更になりました。
【打田原・前肥田・手花部にお住まいの皆様へ】
　「手花部小学校体育館」から「手花部へき地保健福
祉館」に変更になりました。

《お問い合わせ先》
奄美市選挙管理委員会事務局
０９９７－５２－１１１１（内線１７１０～１７１２）
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し
ょ
う
。
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■申請受付窓口
【名瀬】�福祉政策課　臨時給付金専用受付窓口�

奄美市名瀬幸町２０番６号 恵ビル１階�
（奄美市役所裏・旧シダマ薬局）

【住用】�住用総合支所市民福祉課�
0997-69-2111（内線 2324）

【笠利】�笠利総合支所いきいき健康課�
0997-63-2299

■問い合わせ先
　奄美市福祉政策課
　臨時給付金専用受付窓口
　 ０９９７－５２－１１１１
　　（内線１６７７、１６７８）
※�今年度は、「臨時福祉給付金」と「子育て世帯
臨時特例給付金」の両方の支給対象となる場
合は、両方に申請することが可能です。

臨時福祉給付金の申請受付を開始します
　消費税率の引上げによる影響を緩和するため、所
得の低い方に対し、臨時的な措置として今年度も『臨
時福祉給付金』が支給されます。
　下記申請受付期間中に申請書に必要事項を記入、
押印の上、必要な添付書類を添えて郵送あるいは窓
口にて直接提出してください。
　なお、臨時福祉給付金の支給対象と思われる方へ
は８月下旬に申請書を送付しています。
　ご自身が対象と思われる方で、申請書が届かない
場合はお問い合わせください。
■受付期間
　平成27年９月１日～平成27年 12月１日
　（３か月間）
　午前８：３０～午後４：３０
　（※土曜、日曜、祝日は除く）

■臨時福祉給付金支給要件
○支給対象者
　平成27年度分の住民税が課税されていない方
　※ただし
	・課税されている方の扶養となっている場合 
	 ・生活保護の受給者である場合　　など
　　　　　　　　　　　は対象となりません。

※�次に該当する方は、扶養関係にかかわらず臨時福
祉給付金の支給対象となる可能性があります。

・配偶者からの暴力を理由に避難されている方
　（ＤＶ被害者）
・児童福祉施設に入所している児童など
・�障害者や高齢者で虐待を受け、入所等の措置が採
られている方
○支給額　１人につき　６，０００円
○基準日　平成27年１月１日

子育て世帯臨時特例給付金の申請受付中です
　下記申請受付期間中に申請書に必要事項を記入、
押印の上、必要な添付書類を添えて郵送あるいは窓
口にて提出してください。
　なお、子育て世帯臨時特例給付金の支給対象と思
われる方（平成 27 年 6 月分児童手当の受給対象者）
へは 8月上旬に申請書を送付しています。（児童手当
の所得制限限度額を超える方【児童手当の特例給付
を受けている方】は支給の対象外です。）公務員の方
は、所属庁から申請書が配布されます。もし、ご自
身が対象と思われる方で、申請書が届いていない場
合は、お問い合わせ下さい。
■受付期間
　平成 27 年 8 月17日～平成 27 年 11月17日
　（３か月間）
　午前８：３０～午後４：３０
　（※土曜、日曜、祝日は除く）

■子育て世帯臨時特例給付金支給要件
○支給対象者
　平成 27年６月分の児童手当を受給される方
　※�ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上
の方に、児童１人当たり月額 5,000 円を支給して
いるもの）を受給される方は、対象となりません。

○対象児童
　支給対象者の平成 27 年６月分の児童手当の対象
となる児童
○支給額　対象児童１人につき　３，０００円
○基準日　平成 27年５月31日

～奄美市でのイベント（場所：奄美文化センター）～

■10 月 31日（土）	・10：00 ～ オープニングセレモニー・15：00 ～ 八月踊り大会
■11月1日（日）16：00 ～ 「民謡・民舞日本一フェスティバル」
■11月 3日（火）19：00 ～ 島民劇「枝手久（イダト）恋物語」
■11月7・8日（土・日）15：30 ～「奄美芸能と黒潮文化の祭典」
■10 月 31日（土）～ 11月 8日（日）9：00 ～ 18：00写真展（全国公募）、 作品展示会
お問合せ先：�奄美市教育委員会生涯学習課　 0997-52-1111 （内線 1725・1726）

国民文化祭かごしま2015 いよいよ来月末開幕！

確認じゃ！
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＊＊＊＊＊奄美少年自然の家事業案内＊＊＊＊＊
第２回ファミリーキャンプ

家族でキャンプを楽しみませんか。
期日：平成27年９月19日（土）～９月20日（日）（１泊２日）
時間：�【受付】19日（土）13時 15分～13時 45分�

 【解散】20日（日）12時頃
定員・申込方法：20組（申込先着順・電話による申し込み。）
申込期間：�９月４日（金）～９月12日（土）�

（定員になり次第締め切ります。） 
活動内容：テント設営，テント泊（宿泊棟泊も可），バーベ
キュー，燻製作り体験，ボンファイヤー，染め物活動など

第１回染め物教室
世界にたった一つの作品を作ってみませんか。
日時：平成27年９月20日（日）　９時～12時
対象：どなたでも参加できます。（中学生以下は保護者同伴）
申込：電話による申し込み。（９月16日（水）締切）
活動内容：インド藍染，紅花染，草木染など

仲秋の名月観望会＆お月見コンサート
仲秋の名月を一緒に眺めてみませんか。
日時：平成27年９月26日（土）19時～ 20時 30分
対象：どなたでも参加できます。（中学生以下は保護者同伴）
　　※事前申込の必要はありません
活動内容：月に関する話，月にまつわる読み聞かせ，望遠
鏡による月の観察，お月見コンサート

問い合わせ・申込先：	県立奄美少年自然の家
		  53－1032 　 53－1033
　　（※９時から17時までの時間帯にお電話ください。）
　詳しくは、県立奄美少年自然の家ホームページを御覧く
ださい。

【トビンニャ（マガキガイ）】

【スイジガイ】

■
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月
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健診日程　名瀬地区　℡52-１１１１

市営住宅空家待ち状況 平成 27 年 8 月1日現在

※空家：	 名瀬地区　現在空家はありません

	 住用地区　市、石原等（全10戸）

	 笠利地区　佐仁、屋仁等（全 7戸）

※�既に入居申込みをされた方で、申込書の記載内容に

変更が生じた方は、必ず届け出て下さい。（入居基

準に当てはまらない場合は、入居できなくなります。）

◆名瀬総合支所 建築住宅課	 52-1111(内線 1215)

◆住用総合支所 産業建設課	 69-2111(内線 2411)

◆笠利総合支所 建設課	 63-1111(内線 3052)

※�健診場所は奄美市保健センター（名瀬井根町1-2）です。

※�笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。
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域
や
砂
地
に
生
息
し
、
爪
で

地
面
を
は
じ
い
て
飛
ぶ
よ
う
に
移
動

す
る
の
で
「
飛
ぶ
貝
＝
ト
ビ
ン
ニ
ャ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
方
言
で
貝
は

「
ニ
ャ
」
で
す
）。
現
在
、
生
き
て
い

る
貝
も
水
そ
う
に
い
ま
す
。
な
か
な

か
飛
ん
で
は
く
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
タ

ツ
ム
リ
の
よ
う
な
目
が
き
ょ
ろ
き
ょ

ろ
と
動
い
て
い
る
の
が
観
察
で
き
ま

す
よ
。

　

マ
ガ
キ
ガ
イ
と
同
じ
ソ
デ
ボ
ラ
科

の
貝
で
「
ス
イ
ジ
ガ
イ
」
と
い
う
貝

も
い
ま
す
。
５
本
の
突
起
が
、
ち
ょ

う
ど
「
水
」
と
い
う
漢
字
の
形
を

し
て
い
る
の
で
、「
水
字
貝
」
で
す
。

奄
美
で
は
、
昔
か
ら
魔
除
け
や
火
事

よ
け
と
し
て
家
屋
の
玄
関
先
や
門
柱

に
飾
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
見

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
て
、

こ
の
貝
は
、
ど
う
い
う
風
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

　

成
長
過
程
が
よ
く
わ
か
る
展
示
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
意
外
で
な
か
な

か
面
白
い
で
す
よ
。
こ
ち
ら
も
生
き

て
い
る
貝
が
い
ま
す
が
、
お
お
む
ね
、

じ
っ
と
し
て
い
る
の
で
…
…
地
味
で

す
。
ど
の
水
そ
う
に
い
る
か
探
し
て

み
て
下
さ
い
ね
。

　

他
に
も
、
小
さ
い
貝
や
星
砂
を

探
す
「
ミ
ニ
ミ
ニ
貝
殻
探
し
コ
ー

ナ
ー
」、
貝
殻
を
使
っ
て
動
物
を
作
っ

た
り
す
る
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
好
評
で
す
。
大
き
さ
、色
、形
、

さ
ま
ざ
ま
な
貝
の
多
様
性
に
は
、
本

当
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
貝
の
魅
力
を

当
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「 貝の魅
みりょく

力」

申込み住宅 待ち世帯 対象戸数

佐大熊 158 世帯 590 戸

春日 38 世帯 316 戸

平田 78 世帯 140 戸

永田 49 世帯 30 戸

小浜 59 世帯 32 戸

浜里 143 世帯 240 戸

田雲 78 世帯 106 戸

真名津 103 世帯 70 戸

その他 145 世帯 130 戸

合計 851世帯 1654 戸

日 行事名
受付
開始

受付
終了

備考（対象者など）

9/8（火）4 か月児健診 13:00 13:15
平成 27 年 4/16 ～
平成 27 年 5/15 生

9/8（火）7か月児相談 9:30 9:45
平成 27 年 1/16 ～
平成 27 年 2/15 生

9/18（金）1.6 歳児健診 13:00 13:15 平成 26 年 3 月生

9/17（木）３歳児健診 13:00 13:15 平成 24 年 4 月生

9/16（水）母子健康相談 9:30 11:00 市内に住む親子
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～
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る
市
政
情
報
の
お
知
ら
せ
～　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
デ
ー
タ
放
送
で
奄
美
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
リ
モ
コ
ン
の
【
ｄ
】
ボ
タ
ン
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「人権の花」運動

第10回「住みよい環境を守る」ポスター作品展表彰式

土地の造成等に関する手続き

　自然保護・生活環境・地球温暖化防止等に対する市民の
理解と意識啓発及び環境教育の推進を図ることを目的に市内
小・中学校の生徒から募集したポスター作品展を実施し、入
賞した生徒の表彰式を行いました。表彰式に参加した生徒の
みなさんは笑顔で賞状を受け取っていました。
　今後とも環境保護への御理解と御協力をよろしくお願いし
ます。
　入賞作品につきましては、順次広報紙に掲載予定です。

入賞者一覧（敬称略）
〔小学校４年〕【最優秀】中島 聖麗武（東城小）【優秀】吉
山 隆太（伊津部小）・前田 愛実（奄美小）【佳作】平島 小
羽（赤木名小）・南 海琉凜（佐仁小）・村山 大（伊津部小）〔小
学校５年〕【最優秀】師玉 泰地（伊津部小）【優秀】上田 
友美（奄美小）・川元 美奈（奄美小）【佳作】松崎 信吾（奄
美小）・立石 鈴（奄美小）・大窪 さくら（佐仁小）〔小学校
６年〕【最優秀】久津輪 真梨（佐仁小）【優秀】中 彩乃（伊
津部小）・髙月 琉飛斗（奄美小）【佳作】田畑 優哉（奄美小）・
千田 琉夢（奄美小）・前﨑 翔太（伊津部小）〔中学生〕【最
優秀】飯田 秋（赤木名中）・大山 武蔵（赤木名中）【優秀】
中島 麗（東城中）・栄 雄登（赤木名中）・浜田 真句（赤木
名中）・重田 龍之介（住用中）【佳作】山崎 あやら（名瀬中）・
上水 翔哉（住用中）・森岡 大介（名瀬中）・中山 詩乃（赤
木名中）・平 あいか（赤木名中）・飯田 夕日（赤木名中）
【お問い合わせ先】奄美市環境対策課環境保全係
電話５２－１１１１（内線1243・1244）

有料広告

「遺言」はおすみですか？
　遺言は，亡くなった後の遺産争いを防ぐだけで
はなく，お世話になった人，大切な人に対する「愛
と感謝の贈り物」です。
　遺言で財産をもらった方は，単独で相続登記や
預貯金の払い戻しができます。
　心も体も元気なうちに，終活の一つとして「遺
言公正証書」を作成しましょう。「認知症」になる
と作成できません。
　遺言公正証書は，公証人が出張して，自宅や病
院等でも作成することができます。
　名瀬公証人役場　奄美市名瀬幸町１２番２２号
　　　　　　　　　TEL（FAX）0997-52-2661
＊秘密厳守・相談は無料です。お気軽にお電話を

『 オータムジャンボ宝くじ』 が発売されます！

【発売期間】	９月28日（月）～10 月16日（金）
【抽 選 日】	10 月 23日（金）【発売場所】全国の宝くじ売場
【当せん金】	１　　　等	 ３億円	 １３本
	 １等前後賞	 １億円	 ２６本
	 １等組違賞	 １０万円	 １，２８７本
	 ２　　　等	 １，０００万円	 ５２本
	 ３　　　等	 １０万円	 １３，０００本
	 ４　　　等	 １万円	 ２６万本
	 ５　　　等	 ２，０００円	 １３０万本
	 ６　　　等	 ３００円	 １，３００万本
	 宝くじ 70 周年賞	 ７０万円	 １，３００本

※�宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策，
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

　子どもたちが協力し合って花を栽培することにより、生
命の尊さを実感する中で優しい心や思いやりの心を育て
ることを目的に、昭和 60 年から全国で展開されている運
動です。太陽に向かって伸びやかに咲く姿がイメージにあ
うことから、ひまわりが「人権の花」に指定されています。
　平成 27 年度奄美市の実施校の一つである小宿小学校
では、多くの子どもたちの協力により、現在たくさんのひ
まわりが色鮮やかに咲いています。

主催：�奄美市・奄美人権擁護委員協議会・奄美人権啓発
活動地域ネットワーク協議会

共催：鹿児島県人権擁護委員連合会・鹿児島地方法務局

　宅地造成等の開発行為（土地の区画及び形質
を変更）をする場合は、工事着手の10日前までに、
「奄美市開発行為等における災害の防止に関する
条例」「奄美市土砂流出防止対策要綱」
に基づく届け出を提出する必要があります。

　ただし、農地や採草牧草を目的とする場合は、
「奄美市開発行為等における災害の防止に関する
条例」の届出は必要ありません。

【問い合わせ先】奄美市土木課管理係
0997-52-1111（内線 1203、1204）

場所 面積
0㎡以上 300㎡以上 1000㎡以上

旧名瀬市の地域 × 必要有り
旧笠利町及び旧住
用村の地域 × × 必要有り

切土で 2ｍ以上の
崖を生じる場所 面積に関係なく届出盛土で 1ｍ以上の
崖を生じる場所
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奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

無
料
法
律
相
談
【
日
時
】
9
月
19
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
【
担
当
】
正
込　

健
一
朗　

弁
護
士
【
要
予
約
】
５
名
ま
で　
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７
６
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～
八
月
詠
～

（新あ

ら

ば

え

南
風
俳
句
会
）

雲
の
峰
見
果
て
ぬ
夢
の
ご
と
く
湧
く	

	

中
吉　

頼
子

赤
に
朱
の
星
を
散
り
ば
め
ラ
ン
タ
ナ
咲
く	

恵　

ひ
ろ
と

静
寂
な
花
の
ウ
コ
ン
は
屋
敷
内	

	

徳
久　

綾
子

（狩か
り

奄
美
俳
句
会
）

指ふ

え笛
太
鼓
輪
の
賑
は
ひ
し
島
の
秋	

	

坂
江　

直
子

新
涼
や
民
族
村
の
古
道
具	

	

宮
山　

和
代

土
用
波
沖
の
礁

い
く
り

や
島
巡
る	

	

寿ひ
さ
や
ま山　

悦
子

◎譲りますコーナー (新規登録と前回までの登録）H27年８月18日現在

※前回までの登録品
アポロ百科事典、行政百科大辞典、カブ（50cc）、エレキアコースティックギ
ター・アンプ、エレキギター用アンプ、アコースティックギター・ボーカルアンプ、
冷蔵庫（単身用）、学習机、本棚、ベビーカー、ソファー、クーラーボックス

※�品物は、市役所にはありません。登録者と直接交渉になります。

９～10月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・９/10（木）鈴木　穂人	 弁護士（午後1時～4時30分）
・９/17（木）正込　健一朗	 弁護士（午前9時30分～11時30分）
・９/24（木）竹山　真美	 弁護士（午前11時～12時、午後1時～3時30分）
・10/８（木）大倉　克大	 弁護士（午後1時～4時30分）
・10/15（木）鈴木　穂人	 弁護士（午前9時30分～11時30分）
・10/22（木）高橋　昭広	 弁護士（午前11時～12時、午後1時～3時30分）
多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２ー１１１１  （内線１７１５）

無料法律相談

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２ー１１１１  （内線１７１５）

無料法律相談

＜リサイクル情報＞
連絡先：市民協働推進課
☎５２－１１１１（内線１７１６）

寄 

附　
次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
（
名
瀬
）

﨑
田　

洋
吉
様	

（
真
名
津
町
）	

亡	

﨑
田　

イ
チ
エ
様

勇　

寛
和
様	

（
鳩
浜
町
）	

亡	

勇　

ヨ
シ
様

平　

節
江
様	

（
平
田
町
）	

亡	

平　

照
和
様

田
畑　

田
鶴
子
様	

（
朝
仁
新
町
）	

亡	

田
畑　

進
吾
様

道　

賢
児
様	

（
北
九
州
市
）	

亡	

喜
納　

博
美
様

茂
木　

幸
生
様	

（
住
用
町
西
仲
間
）	

亡	

茂
木　

イ
ネ
様

久
保　

エ
リ
子
様	

（
有
屋
町
）	

亡	

押　

文
子
様

明　

徳
久
様	

（
浦
上
町
）	

亡	

明　

シ
ヨ
子
様

●
香
典
返
し
（
笠
利
）

濱
崎　

知
恵
子
様
（
里
）	
亡	

山
田　

貢
様

山
田　

ナ
ナ
代
様
（
笠
利
１
区
）	
亡	
山
田　

泰
吉
様

阿
萬　

サ
ナ
エ
様
（
須
野
）	

亡	
阿
萬　

ツ
ル
ミ
様

川
口　

早
苗
様
（
万
屋
）	

亡	

川
口　

タ
ツ
エ
様

徳
永　

秋
治
様
（
用
）	

亡	

徳
永　

イ
ト
エ
様

●
香
典
返
し
（
住
用
）

茂
木　

幸
生
様
（
西
仲
間
）	

亡	

茂
木　

イ
ネ
様

●
一
般
寄
附
（
名
瀬
）

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
様

て
ぃ
だ
っ
こ
様

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

し
お
さ
い
様
（
朝
仁
町
）

「奄美・西陣コラボレーション展」への新商品の出品募集について

　「奄美・西陣コラボレーション展」への新商

品の出品を募集しております。大島紬や西陣の

生地を使って、新しい洋服や小物を出品してみ

ませんか？

部門：（１）衣装　（２）小物　（３）インテリア

出品制限：一人２点以内

募集期間：�平成 27年９月１日（火）	

～平成 27年 10月 30日（金）

作品持込先：本場奄美大島紬協同組合（奄美市名瀬港町15番１号）

審査発表・授賞式：平成 27年 11月19日（木）

【お問い合わせ先】本場奄美大島紬協同組合　 ０９９７-５２-３４１１

★すきすき紬デー企画★　紬ミニ講座

　目にはするけれど、紬のことがよく分からない・ちょっと勉強してみたい

…そんなあなたへ！実際に反物を見て触って知って、本場奄美大島紬に関

する簡単な知識を学びませんか？

日時：平成 27年９月15日（火）１０：００～１１：３０

場所：本場奄美大島紬会館６階（本場奄美大島紬販売協同組合）

定員：１０名（要申込）

内容：	１０：００～　講義、質疑応答　１１：００～　アンケート

	 １１：１０～　反物見学

【お問い合わせ・申込み先】本場奄美大島紬産地再生協議会

（奄美市紬観光課） ０９９７-５２－１１１１（内線１４３７）

◎求めますコーナー
風呂用湯沸器、釣竿、Windows7 バージョンアップ用品、フイット
ネスバイク、自転車、ウェイクボード用具、マリンレジャー用具、レー
ザーディスクプレーヤー、二段ベッド

登録
番号

品名 規格 希望価格

21 ダブルベッド 応談

20 VHSビデオデッキ 500円

19 ミシン 応談

18 フイットネスバイク 応談
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名瀬公民館
新着図書案内

奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

あ
ま
み
お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
修
理
）【
日
時
】
9
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
【
修
理
不
可
】
ゲ
ー
ム
機
や
エ
ア
ガ
ン
等　
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【名瀬公民館】
＊『アンタッチャブル』
　/馳 星周
＊『水曜日の凱歌』/乃南 アサ
＊�『はしれ、上へ！つなみてんでんこ』
/指田 和
＊『りゆうがあります』
　/ヨシタケ シンスケ

・・・ほか
【金久分館】
＊『ジャイロスコープ』/伊坂 幸太郎
＊『なきむし姫 』/重松 清
＊『ころころ くるりん』/長野 ヒデ子
＊『さかさま』/ TERUKO

 ・・・ほか
【四谷分館】
＊�『お年寄りが笑顔になる 楽しい壁
面かざり12か月』/ 小池 寛子
＊『じっちょりんのあるくみち』
　/かとうあじゅ

・・・ほか
【移動図書車】
＊『こどものかわいいおべんとう』
　/フルタニ マサエ
＊『だんごむし そらをとぶ』
　/松岡 達英

・・・ほか

場所：	 奄美市名瀬公民館ホール

《９月の上映作品》
「三つ数えろ」
………… 9月5日（土）午後７時～
「ボー・ジェスト」
………… 9月26日（土）午後7時～

※�上映内容は都合により変更になる場
合がございます。

日　時：	 9月6日（日）
	 18時開場　19時開演
場　所：	 奄美市名瀬公民館ホール
入場料：	 100円

お問い合わせ先：
奄美市名瀬公民館　 52-1816

鹿児島県奄美パーク　イベントのご案内

ＡｉＡｉひろばイベント予定表　５２－１７７８

健診日程　名瀬地区　52-1111

※都合により日程や時間が変更になることがあります。AiAi ひろば TEL: 52-1778

【健診日程（名瀬地区）については 14ページ右下をご覧ください。→→→】

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

奄美文化センター（奄美振興会館）催物のご案内

【健診日程（名瀬地区）については 18ページ下をご覧ください。→→→】

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
　お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。
〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地　奄美振興会館
　TEL：５４－１２１１　FAX：５２－６８５２

【お問い合わせ】奄美パーク・奄美の郷  ☎ 55-2333 田中一村記念美術館 ☎ 55-2635
※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。
※開園時間９：００～１８：００（７月・８月は９：００～１９：００）。
※９月の休園日は，２日（水），１６日（水）です。(9/16 は田中一村記念美術館常
設展示替え )１０月の休園日は，７日（水），２１日（水）です。

日 行事名 開始 終了 入場料

9/6（日） 一村シンポジウム・鑑賞会 10:00 12:00 無料

9/13（日） 奄美の郷ライブステージ（新民謡） 13:30 15:30 無料

9/19（土）
田中一村記念スケッチコンクール作品展

～１０月４日（日）１６時まで
9:00 18:00 無料

9/21（月） ※敬老の日のため，65歳以上は有料ゾーンの観覧料が半額

9/26（土） 田中一村記念スケッチコンクール　授賞式 14:00 15:00 無料

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

9/5（土）
夏休み理科作品展

科学の祭典　～9/6（日）

5日13:30～

6日 9:00～
無料

奄美市教育委員会学校教育

課（52-1111内線1723）

9/5（土）
奄美市自主文化事業

奄美十五夜唄あしび

～ふうがさんの群唄～

開場18:30

開演19:00

大人 1,000円

中学生以下

500円

奄美文化センター

（54-1211）

9/6（日）
ぬ～でん市

（一万人広場）
9:00～12:00 出店料500円

わきゃ島リユース

 （53-8121：田畑）

9/20（日）
フリーマーケット

（一万人広場）
9:00～15:00

出店料

　個人500円

　団体2,000円

名瀬フリーマーケット市民の

9/21（月） 敬老の日祝賀会
受付 8:30

開会 9:30
関係者

奄美市高齢者福祉課

（52-1111　内線1696）

9/22（火）
第18回日本在宅ホスピス協会

全国大会ｉｎ奄美

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ，開会式，分科会

8:30～18:00 関係者

大会事務局

（57-7177：ファミリークリニッ

クネリヤ）

9/23（水）
第18回日本在宅ホスピス協会

全国大会ｉｎ奄美

市民公開講座，閉会式

9:00～12:00 無料

大会事務局

（57-7177：ファミリークリニッ

クネリヤ）

9/27（日）
奄美高校吹奏楽部

第16回定期演奏会

開場15:30

開演16:00
無料

奄美高校吹奏楽部

（52-6121）

10/4（日）
ぬ～でん市

（一万人広場）
9:00～12:00 出店料500円

わきゃ島リユース

 （53-8121：田畑）

日 行事名 時間 料金 主催

9/4（金）
沖縄県立沖縄芸術大学
「琉球芸能講演会」IN奄美大島

19時～ 無料

9/5（土） AiAiフリーマーケット 9時～13時 無料
㈱まちづくり奄美（69-3432）

　　（限定受付８組まで）

9/9（水）
ねっせんきゃきばろう会

　（男性体操教室）

13時30分～

　15時30分
無料

名瀬地域包括支援センター

　55-1165（島名・上田）

9/12（土）
認知症の人と家族と支援者の会
「まーじんま」

受付：13時00分
開始：13時30分

無料
名瀬地域包括支援センター

　55-1165（島名・上田）

9/18（金）
中勝郷人会　八月踊り

　　1階ホールにて
19時30分～ 無料

中勝郷人会

9/19（土）
龍郷郷友会　八月踊り
　　1階ホールにて

19時～ 無料
龍郷郷友会

　52-6556（稲井信孝）

9/19（土）
名瀬八月踊り保存会　八月踊り

　　2階ホールにて
19時～ 無料

名瀬八月踊り保存会

9/23（水）
有良郷友会　八月踊り

　　1階ホールにて
19時～ 無料

有良郷友会

　54-4068（重田）

9/23（水）
大勝郷友会　八月踊り

　　2階ホールにて
19時～ 無料

大勝郷友会

　53-7692・53-1094 (碩）

9/26（土）
あいあいカフェ
　　「オカリナ 小さな演奏会」

14時～16時 無料
男女共同参画あまみ会議

　52-1111（内線1737）

9/27（日）
早稲田大学ワークショップ

最終報告会
予定(10時～） 無料

奄美体験交流受入協議会事務局

　(奄美市紬観光課　52-1111　内

線1432）

9/27（日）
名瀬在住芦徳郷友会

　　1階ホールにて
19時～ 無料

芦徳郷友会

10/3（土） AiAiフリーマーケット 9時～13時 無料
㈱まちづくり奄美（69-3432）

　　（限定受付８組まで）

入場無料！！

公民館 de MOVIE ！
～世界名作劇場～

奄美群島
アニソン FESTIVAL
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市長の主な動き
　朝山奄美市長の過去１か月における主な動静を紹介

するコーナーです。

■
わ
た
し
は
、
夏
休
み
に
入
っ
て
短
期
水

泳
に
入
り
ま
し
た
。
息
つ
ぎ
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ル
が
15
ｍ

お
よ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と

れ
ん
習
し
て
上
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
９
歳
女
の
子
）

■
ラ
イ
○
ッ
プ
の
Ｃ
Ｍ
を
見
て
か
ら
、
私

も
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
よ
う
と
決
意
し
、
７

か
月
間
で
10‌

kg
や
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
我
慢
と
気
合
の
連
続
で
す
が
、
リ

バ
ウ
ン
ド
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

（
63
歳
女
性
）

■
今
月
は
奄
美
ま
つ
り
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
と
て
も
す
て
き
な
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
八
月
踊
り
」
で
す
。
集

落
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
で
き
、
一
番
う
れ

し
か
っ
た
事
は
、
父
が
歌
を
唄
っ
て
く
れ

た
事
で
し
た
。
声
が
で
に
く
い
と
い
い
つ

つ
、
皆
様
の
笑
顔
と
太
鼓
の
音
に
引
き
よ

せ
ら
れ
…
ニ
コ
ニ
コ
と
う
れ
し
そ
う
に
参

加
で
き
た
事
が
こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
で

す
。（
52
歳
女
性
）

いよいよ調査が始まります！

　１０月１日現在を基準日として、国勢調査が実施されます。

９月から調査員が各世帯へ調査にお伺いいたしますので、

みなさまのご協力をお願いいたします。

インターネットでの回答をご活用ください！！
　今回の調査から、インターネットでの回答

が可能となりました。インターネット回答期間

中は、24時間回答することが可能です。調査

員が回答に必要なＩＤやパスワードを配布いた

しますので、パソコンやスマートフォンをお持

ちの方はぜひインターネットでの回答をお願いします。

※�インターネット回答ができない世帯やインターネット回答期

間中に回答がなかった世帯は、紙の調査票を配布いたします。

回答用ページ（国勢調査オンライン）への�
アドレス　http://www.e-kokusei.go.jp/
またはＱＲコード
（ＱＲコードは(株 )デンソーウェーブの登録商標です）
※�回答用ページ（国勢調査オンライン）は、インターネット

回答期間中のみアクセスが可能となります。また、調査

員が配布するIDとパスワードがなければ回答できません。

　コールセンターを設置しておりますので、調査について不

明な点がありましたら、下記の番号へお問い合わせ下さい。

※
広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
方
全
員
へ
、
さ
ら
に
コ
ク
ト
く
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インターネット回答期間：９月１０日～９月２０日

国勢調査コールセンター
０５７０-０７-２０１５
（ナビダイヤル）
設置期間：平成２７年１０月３１日まで
受付時間：午前８時～午後９時（土・日・
祝日にもご利用になれます）

ヨコ組 _1（基本形）

タテ組 _1 タテ組 _2

ヨコ組 _2

調査名ロゴ（4Ｃ） 組みバリエーション

奄美まつりパレードにて

月日 動き 場所

7/21（火）
鹿児島県総合事務組合平成２７
年第１回組合議会臨時会

鹿児島市

7/22（水） 鹿児島県港湾協会理事会・総会 鹿児島市

7/24（金） 幹部会（台風対策会議） ３階会議室

定例部課長会議 ３階会議室

出張移動 東京都

7/28（火） 東京出張 東京都

平成２８年度奄振予算要望活動
各省庁・議員
会館

自民党奄美振興特別委員会 自民党本部

国土交通省との意見交換会 東京都

7/30（木） シマあすびの夕べ
奄美文化セ
ンター

関西名瀬連合会・沖縄名瀬会と
の懇親会

奄美市

第５２回奄美まつり「花火だ
よ！全員集合」

御殿浜公園

第５２回奄美まつり「花火大会」 名瀬港湾

第５２回奄美まつり「舟こぎ競
争」

佐大熊港

第５２回奄美まつり「八月踊り」 奄美市

第５２回奄美まつり「ＭＢＣや
ちゃ坊相撲大会」

名瀬中学校

第５２回奄美まつり「パレード２
部」

奄美市

8/3（月） 定例部課長会議 ３階会議室

ＡＮＡ総研・早稲田大学・奄美５市
町村産学官プロジェクトワーク
ショップ

４階会議室

１００歳到達者訪問 奄美市

平成２７年度大島本島地区さと
うきび生産振興大会及び夏植
推進式

農村環境改
善センター

臨時議会 本会議場

第１０管区海上保安部長表彰伝
達式

応接室

8/7（金）
大島支庁・大島教育事務所・奄
美市合同懇親会

奄美市

8/9（日） 第２６回あやまる祭り 宇宿漁港

8/13（木）
奄美市立赤木名中学校相撲部
全国大会壮行会

笠利公民館

8/5（水）

7/27（月）

7/29（水）

7/31（金）

8/1（土）

8/2（日）

8/4（火）
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
宇
宿
貝
塚
で
は
奄
美
の
い
つ
の
時
代

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
？（
ヒ
ン
ト
９
Ｐ
）

　

Ａ
…
縄
文
時
代　

Ｂ
…
弥
生
時
代

　

Ｃ
…
古
墳
時
代

②
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

の
奄
美
市
に
お
け
る
認
知
度
は
何
％
？

（
ヒ
ン
ト
14
Ｐ
）

　

Ａ
…
15
％　

Ｂ
…
25
％　

Ｃ
…
35
％

③
「
人
権
の
花
」
運
動
で
人
権
の
花
に

指
定
さ
れ
て
い
る
花
は
？（
ヒ
ン
ト
19
Ｐ
）

　

Ａ
…
コ
ス
モ
ス　

Ｂ
…
あ
さ
が
お

　

Ｃ
…
ひ
ま
わ
り

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―
Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可

で
す
が
賞
品
の
発
送
の
た
め
必
ず
本
名
も

お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
感
想
・
身
の
回

り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
名
様

に
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
ペ
ア
往
復
優
待

券
（
5
割
引
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル
、
10
名

様
に
図
書
カ
ー
ド
（
５
百
円
分
）
＋ 

コ
ク
ト

く
ん
シ
ー
ル
、
５
名
様
に
コ
ク
ト
く
ん
エ
コ
バ
ッ
グ

＋
コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　
〒
８
９
４
―
８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
―
８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

９
月
14
日（
当
日
消
印
有
効
）

■
８
月
号
の
正
解
（
60
通
中
60
通
正
解
）

　

①
―
Ａ　
②
―
Ｃ　
③
―
Ａ　

　

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
賞
品
は
後
日

郵
送
い
た
し
ま
す
。）

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
ペ
ア
往
復
優
待

割
引
券
（
１
人
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル

　

ひ
ま
わ
り
マ
マ　

さ
ん
（
名
瀬
仲
勝
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん

シ
ー
ル
（
10
人
）：
嶽
本
恵
美
子
さ
ん
（
名
瀬

佐
大
熊
町
）、
赤
﨑
文
香
さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊

町
）、
オ
レ
ン
ジ
さ
ん
（
住
用
町
役
勝
）、
八
つ

の
大
罪
さ
ん（
名
瀬
仲
勝
）新
納
順
子
さ
ん（
名

瀬
金
久
町
）、
う
な
ぎ
さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）、

コ
ー
チ
ャ
ン
さ
ん
（
名
瀬
和
光
町
）、
み
ー
く

ん
さ
ん
（
名
瀬
港
町
）、
エ
ラ
ブ
メ
ェ
ー
ラ
ビ

さ
ん（
名
瀬
浜
里
町
）、エ
コ
お
ば
さ
ん
さ
ん（
名

瀬
浜
里
町
）

●
エ
コ
バ
ッ
グ
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル
（
５

人
）：
岡
村
政
子
さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
町
）、
新
田

香
緒
さ
ん
（
鹿
児
島
市
清
水
町
）、
當
ま
ち
子

さ
ん
（
名
瀬
平
田
町
）、
中
馬
サ
子
さ
ん
（
笠

利
町
喜
瀬
）、空
マ
マ
さ
ん（
鹿
児
島
市
桜
ケ
丘
）

奄美市の人口
（ 住民基本台帳）

平成27 年７月３１日現在

世 帯 数　2 3 , 7 1 3 世帯

人口総数　4 4 , 7 8 9 人

男 性　2 1 , 2 5 9 人

女 性　2 3 , 5 3 0 人

平成２7年　火災件数

区分
地区 ７月 年　計

名　瀬 １ 7
笠　利 0 0
住　用 0 ２
合　計 １ 9

火の用心！

消防団員募集中！
大島地区消防組合 ５２－０１００

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
７
月
届
出
）

杉
山　

な
の
は			



基
治

四
本　

小
寿
郎	(

こ
じ
ゅ
う
ろ
う)	

幸
太
郎

山
口　

圭
翔	

(

け
い
と)	

健
二

岩
崎　

翔
央	

(

と
あ)		

芳
行

大
迫　

蓮
大	

(

れ
ん
た)	

大

神
谷　

愛
麗	
(

ら
い
る)	

有
咲

北
原　

美
和
子	(

み
わ
こ)	

淳
詞

岩
多　

美
采	

(

み
こ
と)	

雄
大

藤
本　

優
之
介	(

ゆ
う
の
す
け)	

亮

安
原　

陸
斗	

(

り
く
と)	

匠

三
原　

寛
太
郎	(

か
ん
た
ろ
う)	

久
志

加
藤　

蓮
大	

(

れ
お)		

智
秋

山
科　

葵	
(
あ
お
い)	

茂
樹

大
黒　

彩
芽	
(

あ
や
め)	

将
志

鈴
木　

楓	
(

か
え
で)	

捷
斗

※
広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
方
全
員
へ
、
さ
ら
に
コ
ク
ト
く
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《ＪＩＣＡボランティア秋募集「体験談＆説明会」》
　「青年海外協力隊」「シニア海外ボランティア」の秋募集が10月１日（木）から
11月２日（月）の期間で実施されます。興味のある方はお問い合わせください。
【問合せ】ＪＩＣＡデスク鹿児島（（公財）鹿児島県国際交流協会）
（又はＪＩＣＡ九州募集担当）  ０９９-２２１-６６２４
　詳しくはＪＩＣＡホームページへ http://www.jica.go.jp

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  
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鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
番
8
号

E-M
A
IL: info@

city.am
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U
RL：

http://w
w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/

facebook：
https://w

w
w
.facebook.com

/A
m
am
iCity

tw
itter : http://tw

itter.com
/A
m
am
i_City

携
帯
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/m
obile/

　
index.htm

l
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/　
sm
artphone/index.htm

l

　

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は

町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
笠
利
地
区
）

＜材料（２人分）＞

ま～さんどま～さんど 食生活改善推進員コーナー

『夏野菜のポタージュ』

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

＜作り方>
①野菜を小さめに切り、A を鍋に入れ、弱火でや

わらかくなるまで煮る。

② ①を、ミキサーにかける。

③ Bを少しずついれ、のばす。（濃さは調整して

ください）

④味見をして、塩こしょうなどで味をととのえる。

・嗜好品（みつば・みかんの皮）などを使用

すると、塩分も控えられ、見た目も華やか

になります。

・今が旬のヘチマや島かぼちゃなど、奄美の

野菜をつかってみてはいかがでしょうか。

▲ ７月24日に奄美市名瀬柳町で、８月10日に奄美市名瀬
井根町で、相次いで火災が発生しました。（写真は名瀬井根
町の火災現場）名瀬井根町の火災では、残念なことに、1名
の方がお亡くなりになりました。特に木造住宅が密集してい
る場所では、火災が起きると燃え広がりやすい状況にありま
すので、火の取り扱いにはくれぐれもご注意ください。

▲ 地域求職者やU・Iターン希望者など、奄美での就職を
考えている方を対象とした企業ガイダンス（説明会）が奄
美市内のホテルで開催されました。参加した求職者は、企
業の担当者の説明に熱心に耳を傾けていました。（８月７日）

名 瀬 地 区 で 相 次 い で 住 宅 火 災 が 発 生

平 成 2 7 年 度  第 一 回 企 業 ガ イ ダ ン ス 開 催

A

・にんじん… … 20ｇ
・たまねぎ…… 75ｇ
・トマト… …… 20ｇ
・かぼちゃ… … 45ｇ
・とうがん… … 45ｇ
・あごだし… … 小さじ１
（市販されているだし
パック）
・水…………… 150 ㏄

B

・水または牛乳
…………30 ～ 50 ㏄

赤
木　

歩
（
あ
ゆ
む
）
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
９
月
27
日
生　

毅
（
和
野
）

中
村　

滉
哉
（
こ
う
や
）
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
９
月
８
日
生　

大
志
（
笠
利
１
区
）

里　

瑛
偉
太
（
え
い
た
）
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
８
月
27
日
生　

斉
亮
（
中
金
久
）

に、コクトくんがエントリーしています。
投票は11月16日（月）まで！！
応援をよろしくお願いします！！

1メールアドレスにつき1日1回まで投票
できます。※投票には IDの登録
が必要です。
詳しくはゆるキャラ®グランプ
リホームページ http://www.
yurugp.jp/をご覧ください。

▲投票は
こちらから！


